
○
電
源
地
域
産
業
育
成
支
援
補
助
金
交
付
要
綱

平

成

四

年

九

月

十

日

四
原(

特
会)

第
四
百
七
十
四
号

改
正

平
成

五
年
一
〇
月
二
九
日

五
原
（
特
会
）
第

五
四
〇
号

同

六
年

八
月
一
六
日

六
原
（
特
会
）
第

四
五
六
号

同

八
年

三
月

一
日

七
原
（
特
会
）
第

五
九
三
号

同

九
年

四
月
三
〇
日

九
原
（
特
会
）
第

二
七
二
号

同

一
〇
年

七
月
一
七
日
一
〇
原
（
特
会
）
第

四
二
三
号

同

一
〇
年
一
〇
月

二
日
一
〇
原
（
特
会
）
第

四
八
三
号

同

一
一
年

三
月
二
五
日
一
一
原
（
特
会
）
第

一
五
二
号

同

一
一
年

六
月
三
〇
日
一
一
原
（
特
会
）
第

三
八
〇
号

同

一
一
年
一
一
月
二
九
日
一
一
原
（
特
会
）
第

五
六
九
号

同

一
二
年
一
一
月

一
日
一
二
原
（
特
会
）
第

四
三
三
号

同

一
三
年

一
月

六
日
一
二

文
科
開

第

一
五
号

同

一
四
年
一
二
月

三
日
一
四

文
科
開

第

六
七
二
号

同

一
六
年

三
月
二
四
日
一
五

文
科
開

第

九
二
三
号

同

一
九
年

三
月
三
一
日
一
八

文
科
開

第

六
六
七
号

同

二
〇
年
一
一
月
二
七
日
二
〇

文
科
開

第

四
八
四
号

同

二
三
年

三
月
三
一
日
二
二

文
科
開

第

八
四
八
号

同

二
四
年

九
月
一
〇
日
二
四

文
科
開

第

四
〇
五
号

同

二
五
年

三
月
一
八
日
二
四

文
科
開

第

八
七
八
号

同

二
七
年

三
月
二
四
日
二
六

文
科
開

第

八
一
二
号

同

二
八
年

三
月
一
七
日
二
七

文
科
開

第

九
六
九
号

同

二
九
年

三
月
一
五
日
二
八

文
科
開

第

八
九
八
号

同

三
一
年

三
月
一
五
日
三
〇

文
科
開

第
一
〇
三
四
号

令
和

元
年

六
月
二
八
日

元

文
科
開

第

一
四
八
号

令
和

二
年
一
二
月
二
二
日

二

文
科
開

第

七
六
〇
号

（
通
則
）

第
一
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
二
十

四
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
第
一
項
第
一
四
号
に
規
定
す

る
補
助
金
（
以
下
「
補
助
金
」
と
い
う
。
）
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第

百
七
十
九
号
）
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
及
び
そ
の
他
の
法

令
の
定
め
に
よ
る
ほ
か
、
こ
の
要
綱
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
要
綱
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一

「
原
子
力
発
電
施
設
等
」
と
は
、
令
第
五
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に

規
定
す
る
施
設
（
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
が
設

置
す
る
も
の
（
深
地
層
研
究
施
設
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

（
交
付
の
対
象
）

第
三
条

文
部
科
学
大
臣
（
以
下
「
大
臣
」
と
い
う
。
）
は
、
都
道
府
県
が
行

う
原
子
力
発
電
施
設
等
の
設
置
が
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る

市
町
村
（
当
該
施
設
の
設
置
が
行
わ
れ
て
い
る
地
点
が
発
電
用
施
設
周
辺

地
域
整
備
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
七
十
八
号
。
以
下
「
整
備
法
」
と

い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
又
は
こ
れ

に
隣
接
す
る
市
町
村
（
整
備
法
第
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
得

た
同
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
公
共
用
施
設
整
備
計
画
が
同
項
後
段
の

規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
同
項
後
段
に
規
定
す
る
市
町
村

に
該
当
す
る
市
町
村
を
含
み
、
整
備
法
第
十
条
第
三
項
に
よ
る
同
意
を
得

た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
便
性
向
上
等
事
業
計
画
が
同
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
整
備
法
第
四
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
後
段
に
規
定
す
る
市
町
村
に
該
当
す
る
市
町



村
を
含
む
。
）
の
区
域
内
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
産
業
の
育
成
の
た

め
の
事
業
で
あ
っ
て
、
次
条
各
号
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
に
対
し
、

そ
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

研
修
事
業

二

専
門
家
派
遣
事
業

三

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業

四

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業

（
交
付
の
要
件
）

第
四
条

交
付
の
要
件
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
指
定
す
る
市
又
は
整
備
法
第
三
条

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
う
ち
発
電

用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
三

号
。
以
下
「
整
備
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
で
定
め
る
地
域
を
そ

の
区
域
と
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
で
あ
っ
て
、
同
令
第
五
条
第
二
項

に
規
定
す
る
工
業
集
積
度
が
八
未
満
の
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
産
業
の

育
成
を
図
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

そ
の
区
域
内
に
お
け
る
産
業
の
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
が
特
に
必
要

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
補
助
金
の
交
付
限
度
額
及
び
交
付
決
定
額
の
下
限
）

第
五
条

一
の
交
付
対
象
都
道
府
県
に
対
し
交
付
す
る
補
助
金
の
一
会
計
年

度
の
交
付
限
度
額
は
、
一
億
円
と
し
、
補
助
金
の
下
限
は
百
万
円
と
す
る
。

（
交
付
の
申
請
）

第
六
条

補
助
金
の
交
付
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
（
以
下
「
申

請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
又
は
十
月

十
六
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
を
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

申
請
者
は
、
前
項
の
補
助
金
の
交
付
の
申
請
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
当

該
補
助
金
に
係
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
仕
入
控
除
税
額
（
補

助
金
の
対
象
と
さ
れ
た
経
費
に
含
ま
れ
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当

額
の
う
ち
、
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
の
規
定
に
よ

り
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
額
と
し
て
控
除
で
き
る
部
分
の
金
額
及
び
当
該

金
額
に
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に

よ
る
地
方
消
費
税
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
の
合
計
額
に
補
助
率
を
乗

じ
て
得
た
金
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
減
額
し
て
交
付
申
請
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
時
に
お
い
て
当
該
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
係
る
仕
入
控
除
税
額
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（
交
付
の
決
定
）

第
七
条

大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ

の
内
容
を
審
査
し
、
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に

そ
の
決
定
の
内
容
及
び
こ
れ
に
付
し
た
条
件
を
記
載
し
た
補
助
金
交
付
決

定
通
知
書
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
適
正
な
交
付
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
補
助
金
の
交
付
の

申
請
に
係
る
事
項
に
つ
き
修
正
を
加
え
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。



２

第
一
項
の
補
助
金
の
交
付
決
定
の
内
容
に
は
、
第
三
条
第
一
項
に
掲
げ

る
事
業
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
費
目
ご
と
の
配
分
を
含
む
も
の
と
す
る
。

一

事
業
費

二

広
告
費

三

研
修
施
設
費

四

会
場
費

五

一
般
事
務
費

六

管
理
費

３

前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
が
到
達
し
て
か
ら
、
当
該
申
請
に
係
る
第

一
項
に
よ
る
交
付
決
定
を
行
う
ま
で
に
通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な
期
間
は
、

三
十
日
と
す
る
。

４

大
臣
は
、
第
一
項
に
よ
る
交
付
の
決
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
前
条

第
二
項
に
よ
り
補
助
金
に
係
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
仕
入
控

除
税
額
に
つ
い
て
減
額
し
て
交
付
申
請
が
な
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
審
査
し
、
適
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
に
係
る
仕
入
控
除
税
額
を
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。

５

大
臣
は
、
前
条
第
二
項
た
だ
し
書
き
に
よ
る
交
付
の
申
請
が
な
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
に
係
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
仕

入
控
除
税
額
に
つ
い
て
、
補
助
金
の
額
の
確
定
に
お
い
て
必
要
な
減
額
を

行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
の
条
件
を
付
し
て
交
付
決
定
を
行
う
も
の
と
す

る
。

（
申
請
の
取
下
げ
）

第
八
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
以
下
「
補
助
事

業
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
通
知
書
に
係
る
補
助
金
の
交
付
の
決

定
の
内
容
及
び
こ
れ
に
付
さ
れ
た
条
件
に
不
服
が
あ
る
も
の
は
、
補
助
金

の
交
付
の
申
請
を
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
取
下
げ
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
、

様
式
第
二
に
よ
る
届
出
書
を
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
交
付
の
条
件
）

第
九
条

大
臣
は
補
助
金
の
交
付
の
決
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
き
条
件
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
七
条
第
二
項
の
経
費
の
配
分
の
変
更
（
同
項
各
号
の
費
目
に
係
る

配
分
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
の
範
囲
内
で
当
該

配
分
額
を
流
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
大
臣

の
承
認
を
受
け
る
べ
き
こ
と
。

二

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
事
業
（
以
下
「
補
助

事
業
」
と
い
う
。
）
の
実
施
に
関
し
契
約
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
地

方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条
に
よ

る
べ
き
こ
と
。

三

補
助
事
業
の
内
容
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
大
臣
の
承
認

を
受
け
る
べ
き
こ
と
。

四

補
助
事
業
を
中
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
大
臣
の

承
認
を
受
け
る
べ
き
こ
と
。

五

補
助
事
業
が
予
定
の
期
間
内
に
完
了
し
な
い
場
合
又
は
補
助
事
業
の

遂
行
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
大
臣
に
報
告
し
て

そ
の
指
示
を
う
け
る
べ
き
こ
と
。

六

補
助
金
に
係
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
交



付
要
綱
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
控
除
税
額

が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る

仕
入
控
除
税
額
を
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
状
況
報
告
）

第
十
条

補
助
事
業
者
は
、
大
臣
が
特
に
必
要
と
認
め
て
要
求
し
た
と
き
は
、

様
式
第
三
に
よ
る
補
助
事
業
実
施
状
況
報
告
書
を
大
臣
が
要
求
す
る
期
日

ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
績
報
告
等
）

第
十
一
条

補
助
事
業
者
は
、
補
助
事
業
が
完
了
し
た
日
若
し
く
は
第
九
条

第
四
号
の
規
定
に
よ
る
補
助
事
業
の
廃
止
の
承
認
が
あ
っ
た
日
か
ら
一
月

を
経
過
し
た
日
又
は
当
該
補
助
事
業
の
完
了
の
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の

翌
年
度
の
四
月
十
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
（
補
助
事
業
が
完
了
せ
ず
に
国

の
会
計
年
度
が
終
了
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
翌
年
度
の
四
月
二
十
日
）
ま

で
に
、
様
式
第
四
に
よ
る
実
績
報
告
書
を
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
概
算
払
い
に
よ
り
、
交
付
決
定
の
通
知
を
し
た
補
助
金

の
額
の
全
額
を
支
出
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限

は
、
当
該
補
助
事
業
の
完
了
の
日
又
は
廃
止
の
日
か
ら
六
十
日
を
経
過
す

る
日
ま
で
と
す
る
。

２

補
助
事
業
者
は
、
前
項
の
実
績
の
実
績
報
告
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
補

助
金
に
係
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
仕
入
控
除
税
額
が
明
ら
か

な
場
合
に
は
、
当
該
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
仕
入
控
除
税
額
を

減
額
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

補
助
事
業
者
は
、
第
一
項
の
実
績
報
告
書
の
ほ
か
に
、
補
助
事
業
が
完

了
し
た
日
又
は
第
九
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
補
助
事
業
の
廃
止
の
承
認

が
あ
っ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
、
当
該
補
助
事
業
の
成
果

の
評
価
を
記
載
し
た
様
式
第
五
に
よ
る
評
価
報
告
書
を
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
大
臣
が
特
に
必
要
と
認
め
て
そ
の
期
日
を

繰
り
下
げ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

補
助
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
大
臣
に
評
価
報
告
書
を
提
出
し

た
と
き
は
、
当
該
評
価
報
告
書
の
全
部
又
は
一
部
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ

の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

５

大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
評
価
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き

は
、
当
該
評
価
報
告
書
の
全
部
又
は
一
部
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
補
助
金
の
額
の
確
定
）

第
十
二
条

大
臣
は
、
前
条
の
実
績
報
告
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
内

容
の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う
現
地
調
査
等
に
よ
り
そ
の
報
告
に
係

る
補
助
事
業
の
成
果
が
補
助
金
の
交
付
の
決
定
及
び
こ
れ
に
付
さ
れ
た
条

件
に
適
合
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
交
付
す
べ
き
補
助
金
を
確
定
し
、
当

該
補
助
事
業
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

大
臣
は
、
補
助
事
業
者
に
交
付
す
べ
き
補
助
金
の
額
を
確
定
し
た
場
合

に
お
い
て
、
既
に
そ
の
額
を
超
え
る
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
超
え
る
部
分
の
補
助
金
の
返
還
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
補
助
金
の
返
還
期
限
は
、
当
該
命
令
の
な
さ
れ
た
日
か
ら
二
十

日
以
内
と
し
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
未
納
に
係
る
金
額
に
対

し
て
、
そ
の
未
納
に
係
る
期
間
に
応
じ
て
年
利
十
・
九
五
％
の
割
合
で
計

算
し
た
延
滞
金
を
徴
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
助
事
業
者
が
地
方



公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
て

行
う
補
助
金
の
返
還
の
た
め
の
予
算
措
置
に
つ
き
議
会
の
議
決
が
必
要
で

あ
り
、
か
つ
、
当
該
期
間
ま
で
に
当
該
補
助
金
の
返
還
を
す
る
こ
と
が
著

し
く
困
難
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
日
か
ら

九
十
日
以
内
で
同
項
の
期
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
仕
入
控
除
税
額
の
確
定
に
伴
う
補
助

金
の
返
還
）

第
十
三
条

補
助
事
業
者
は
、
補
助
事
業
完
了
後
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
申
告
に
よ
り
補
助
金
に
係
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
仕

入
控
除
税
額
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
様
式
第
六
に
よ
り
速
や
か
に
大
臣

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

大
臣
は
、
前
項
の
報
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
に
係
る
仕
入
控
除
税
額
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を
命
ず
る
も
の

と
す
る
。

３

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
返
還
の
規
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
交
付
決
定
の
取
消
等
）

第
十
四
条

大
臣
は
、
第
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ

た
場
合
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
七
条
第
一

項
の
決
定
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
交
付
の
決
定
の
内
容
若

し
く
は
こ
れ
に
付
し
た
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

補
助
事
業
者
が
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た

場
合

二

補
助
事
業
者
が
補
助
金
を
補
助
事
業
以
外
の
用
途
に
使
用
し
た
場
合

三

補
助
事
業
者
が
第
十
条
、
第
十
一
条
及
び
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た

場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
補
助
事
業
者
が
補
助
金
の
交
付
の

決
定
の
内
容
そ
の
他
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
大
臣
の
処
分
に
違
反
し
た

場
合

（
財
産
処
分
の
制
限
）

第
十
五
条

補
助
事
業
者
は
、
補
助
事
業
に
よ
り
取
得
し
た
備
品
そ
の
他
の

財
産
（
取
得
価
格
及
び
効
用
の
増
加
価
格
が
単
価
五
十
万
円
未
満
の
も
の

は
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
の
完
了
後
に
お
い
て
も
善
良
な
管
理

者
の
注
意
を
も
っ
て
管
理
し
、
補
助
金
の
交
付
の
目
的
に
反
し
て
使
用
し
、

譲
り
渡
し
、
交
換
し
、
貸
し
付
け
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
様
式
第
七
に
よ
る
申
請
書
を
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
大
臣
が
別
に
定
め
る
財
産
の
処
分
制
限
期

間
を
経
過
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

補
助
事
業
者
は
、
取
得
財
産
に
つ
い
て
台
帳
を
備
え
、
管
理
す
る
と
と

も
に
補
助
事
業
完
了
後
様
式
第
八
に
よ
る
取
得
財
産
明
細
表
を
実
績
報
告

書
に
添
付
し
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
補
助
金
の
支
払
）

第
十
六
条

補
助
金
は
、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
べ
き
補
助
金
の

額
を
確
定
し
た
後
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
補
助
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
概
算
払
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

補
助
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
金
の
支
払
を
受
け
よ
う
と



す
る
と
き
は
、
様
式
第
九
に
よ
る
補
助
金
支
払
請
求
書
を
官
署
支
出
官
文

部
科
学
省
研
究
開
発
局
開
発
企
画
課
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
助
事
業
の
経
理
）

第
十
七
条

補
助
事
業
者
は
、
補
助
事
業
の
経
理
に
つ
い
て
補
助
事
業
以
外

の
経
理
と
明
確
に
区
分
し
、
そ
の
収
支
の
状
況
を
会
計
帳
簿
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
し
て
お
く
と
と
も
に
、
そ
の
会
計
帳
簿
及
び
収
支
に
関
す
る
証
拠

書
類
を
補
助
事
業
の
完
了
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
終
了
後
五
年
間

保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
助
金
調
書
）

第
十
八
条

補
助
事
業
者
は
、
当
該
補
助
事
業
に
係
る
歳
入
歳
出
の
予
算
書

及
び
決
算
書
に
お
け
る
計
上
科
目
及
び
科
目
別
計
上
金
額
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
様
式
第
十
に
よ
る
補
助
金
調
書
を
作
成
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

附

則

１

こ
の
要
綱
は
平
成
四
年
九
月
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

平
成
四
年
度
予
算
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
中
「
毎
年
四

月
十
六
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
四
年
十
月
一
日

か
ら
平
成
四
年
十
月
十
五
日
ま
で
」
と
す
る
。

附

則

（
平
成
五
年
一
〇
月
二
九
日
五
原
（
特
会
）
第
五
四
〇
号
）

１

こ
の
要
綱
は
平
成
五
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

平
成
五
年
度
予
算
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
中
「
毎
年
九

月
十
六
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
五
年
十
月
二
十

九
日
か
ら
平
成
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
」
と
す
る
。

附

則

（
平
成
六
年
八
月
一
六
日
六
原
（
特
会
）
第
四
五
六
号
）

１

こ
の
要
綱
は
平
成
六
年
八
月
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

平
成
六
年
度
予
算
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
中
「
毎
年
四

月
十
六
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
六
年
四
月
十
六

日
か
ら
平
成
六
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
す
る
。

附

則

（
平
成
八
年
三
月
一
日
七
原
（
特
会
）
第
五
九
三
号
）

こ
の
要
綱
は
平
成
八
年
三
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附

則

（
平
成
九
年
四
月
三
〇
日
九
原
（
特
会
）
第
二
七
二
号
）

こ
の
要
綱
は
平
成
九
年
四
月
三
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

附

則

（
平
成
一
〇
年
七
月
一
七
日
一
〇
原
（
特
会
）
第
四
二
三
号
）

１

こ
の
要
綱
は
平
成
十
年
七
月
十
七
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

平
成
十
年
度
予
算
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
中
「
毎
年
四

月
十
六
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
十
年
四
月
十
六

日
か
ら
平
成
十
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
す
る
。

附

則

（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
二
日
一
〇
原
（
特
会
）
第
四
八
三
号
）

こ
の
要
綱
は
平
成
十
年
十
月
二
日
か
ら
適
用
す
る
。

附

則

（
平
成
一
一
年
三
月
二
五
日
一
一
原
（
特
会
）
第
一
五
二
号
）



平
成
十
年
度
予
算
に
係
る
第
三
条
第
二
項
第
七
号
の
交
付
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
第
六
条
第
一
項
中
「
ま
で
の
間
」
の
次
に
「
及
び
平
成
十
一
年
三
月

二
十
六
日
」
を
加
え
る
。

附

則

（
平
成
一
一
年
六
月
三
〇
日
一
一
原
（
特
会
）
第
三
八
〇
号
）

１

こ
の
要
綱
は
、
平
成
十
一
年
六
月
三
十
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
要
綱
に

よ
る
改
正
後
の
電
源
地
域
産
業
育
成
支
援
補
助
金
交
付
要
綱
の
規
定
は
、

平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

平
成
十
一
年
度
予
算
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
第
一
項
中

「
毎
年
四
月
十
六
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
又
は
十
月
十
六
日
か
ら
十
月

三
十
一
日
」
と
あ
る
の
を
「
平
成
十
一
年
四
月
十
六
日
か
ら
平
成
十
一
年

七
月
五
日
ま
で
又
は
平
成
十
一
年
十
月
十
六
日
か
ら
平
成
十
一
年
十
月
三

十
一
日
ま
で
」
と
す
る
。

附

則

（
平
成
一
一
年
一
一
月
二
九
日
一
一
原
（
特
会
）
第
五
六
九
号
）

平
成
十
一
年
度
予
算
に
係
る
第
三
条
第
二
項
第
七
号
の
交
付
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
第
六
条
第
一
項
中
「
ま
で
の
間
」
の
次
に
「
及
び
平
成
十
一
年
十

二
月
三
日
」
を
加
え
る
。

附

則

（
平
成
一
二
年
一
一
月
一
日
一
二
原
（
特
会
）
第
四
三
三
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
三
年
一
月
六
日
一
二
文
科
開
第
一
五
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
一
四
年
一
二
月
三
日
一
四
文
科
開
六
七
二
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
十
四
年
十
二
月
三
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
要
綱
に
よ
る

改
正
後
の
電
源
地
域
産
業
育
成
支
援
補
助
金
交
付
要
綱
の
規
定
は
、
平
成
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附

則

（
平
一
六
年
三
月
二
四
日
一
五
文
科
開
九
二
三
号
）

１

こ
の
要
綱
は
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
要
綱
に

よ
る
改
正
後
の
電
源
地
域
産
業
育
成
支
援
補
助
金
交
付
要
綱
の
規
定
は
、
平

成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

こ
の
要
綱
の
施
行
前
に
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
平
一
九
年
三
月
三
一
日
一
八
文
科
開
六
六
七
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
二
〇
年
一
一
月
二
七
日
二
〇
文
科
開
四
八
四
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
二
三
年
三
月
三
一
日
二
二
文
科
開
八
四
八
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
要
綱
に
よ
る

改
正
後
の
電
源
地
域
産
業
育
成
支
援
補
助
金
交
付
要
綱
の
規
定
は
、
平
成
二
十

三
年
度
予
算
か
ら
適
用
す
る
。

附

則

（
平
二
四
年
九
月
一
〇
日
二
四
文
科
開
四
〇
五
号
）

こ
の
要
綱
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年

九
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
し
、
こ
の
要
綱
に
よ
る
改
正
後
の
電
源
地
域
産
業
育



成
支
援
補
助
金
交
付
要
綱
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算
か
ら
適
用
す
る
。

附

則

（
平
二
五
年
三
月
一
八
日
二
四
文
科
開
八
七
八
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
二
七
年
三
月
二
四
日
二
六
文
科
開
八
一
二
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
八
年
三
月
一
七
日
二
七
文
科
開
第
九
六
九
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
九
年
三
月
一
五
日
二
八
文
科
開
第
八
九
八
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
三
一
年
三
月
一
五
日
二
八
文
科
開
第
一
〇
三
四
号
）

こ
の
要
綱
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
元
文
科
開
第
一
四
八
号
）

こ
の
要
綱
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
令
和
二
年
一
二
月
二
二
日
二
文
科
開
第
七
六
〇
号
）

１

こ
の
要
綱
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
要
綱
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
要
綱
に
よ
る
修
正
前
の
様
式
（
次

項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、

こ
の
要
綱
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
要
綱
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



様式第１

電源地域産業育成支援補助金交付申請書

令和 年 月 日

殿

住 所

都道府県の名称及びその長の氏名

電源地域産業育成支援補助金交付要綱第６条第１項の規定により、上記補助金の交付につき、

下記のとおり申請します。

記

１．補助事業の名称及び内容（内容は別紙１のとおり）

２．補助事業に要する経費（明細は別紙２のとおり）

３．補助金を受けようとする額

４．補助事業の着手及び完了予定日

（注）（１）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。

（２）仕入控除税額を減額して申請する場合は、次の算式を明記すること。

補助金所要額－消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額＝補助金



（別紙１）

１．研修事業

研修分野 研修テーマ 研修期間 開催回数 研修生数 事業費 備 考

①地域振興総論 回 人 円

②農林水産業振興

③鉱工業振興

④商業振興

⑤観光振興

⑥その他

合計

（注）（１）事業費には、補助対象以外の経費がある場合これを含めること。事業費の合計は、

別紙２の補助事業に要する経費のなかの事業費の合計と一致すること。（以下、各事

業について同じ。）

（２）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。

２．専門家派遣事業

派遣先名称 市 町 村 名
派遣目的 派遣形態等 事業費 備 考

住所 (施設との関係)

円

合 計 市町村

３．マーケティング事業

事 業 名 称 事 業 内 容 場 所 期 日 事業費 備 考

円



４．地域活性化イベント支援事業

事 業 名 称 事 業 内 容 場 所 期 日 事業費 備 考

円



(別紙２)

補助事業に要する経費内訳書

１．経費の配分内訳

補助事業に 補助対象 負 担 区 分
区 分

要する経費 経 費 国庫補助金 自己資金

（１）研修事業

事 業 費

研修施設費

一般事務費

管 理 費

（２）専門家派遣事業

事 業 費

一般事務費

管 理 費

（３）マーケティング事業

事 業 費

広 告 費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

（４）地域活性化イベント支援

事業

事 業 費

広 告 費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

合 計

事 業 費

広 告 費

研修施設費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

（注）（１）補助事業に要する経費には、補助対象以外の経費がある場合これを含めること。

（２）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



２．支出内訳

（１）研修事業

項 目 内 訳 補助対象経費 算 出 根 拠

事 業 費

研修施設費

一般事務費

管 理 費

計

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。（以下各事業につ

いて同じ。）

（２）専門家派遣事業

項 目 内 訳 補助対象経費 算 出 根 拠

事 業 費

派遣経費

指導経費

一般事務費

管 理 費

計



（３）マーケティング事業

項 目 内 訳 補助対象経費 算 出 根 拠

事 業 費

企画調査費

事業計画費

参 加 費

運 営 費

広 告 費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

計



（４）地域活性化イベント支援事業

項 目 内 訳 補助対象経費 算 出 根 拠

事 業 費

企画調査費

事業計画費

参 加 費

運 営 費

広 告 費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

計



様式第２

電源地域産業育成支援補助金交付申請取下げ届出書

令和 年 月 日

殿

住 所

都道府県の名称及びその長の氏名

令和 年 月 日付け 第 号をもって交付の決定の通知を受けた電源地域産業

育成支援補助金の交付の申請は、下記の理由により取り下げたいので、電源地域産業育成支援補

助金交付要綱第８条第２項の規定により届け出ます。

記

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



様式第３

電源地域産業育成支援補助事業実施状況報告書

令和 年 月 日

殿

住 所

都道府県の名称及びその長の氏名

令和 年 月 日付け 第 号をもって交付の決定を受けた電源地域産業育成支

援補助金に関し、電源地域産業育成支援補助金交付要綱第１０条の規定により令和 年度上期

の実施状況を下記のとおり報告します。

記

進行率

事 業 区 分 費 目 本年度計画額① 今期の実施額② ② 備 考
％

①

（注）（１）備考の欄には、上期に実施した事業内容を記載すること。

（２）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



様式第４

電源地域産業育成支援補助事業実績報告書

令和 年 月 日

殿

住 所

都道府県の名称及びその長の氏名

令和 年 月 日付け 第 号をもって交付の決定を受けた令和 年度電源地域

は、令和 年 月 日をもって完了(廃止)しましたので
産業育成支援補助事業 電源地域

の令和 年度における実績について

産業育成支援補助金交付要綱第１１第１項の規定により下記のとおり報告します。

記

１．補助事業の実施状況

（１）補助事業の名称及びその内容

（２）補助事業の着手及び完了年月日

（３）補助事業収支状況

イ．支出実績額 円（予算額 円）

ロ．補助金充当額 円（交付決定額 円）

（４）添付資料

調査の一部を外部機関に委託した場合は、契約書の写し

（注）（１）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。

（２）仕入控除税額を減額して申請する場合は、次の算式を明記すること。

補助金所要額－消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額＝補助金



２．費用の使用実績

イ．総括表

予 算 額 実 績 額

区 分
補助事業に 補助対象 補 助 金 補助事業に 補助対象 補 助 金

要する経費 経 費 の 額 要する経費 経 費 の 額

（１）研修事業

（２）専門家派遣事業

（３）マーケティング事業

（４）地域活性化イベント

支援事業

合 計

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



ロ．経費の配分内訳

補助事業に 負担区分
区 分 補助対象経費

要する経費 国庫補助金 自己資金

（１）研修事業

事 業 費

研修施設費

一般事務費

管 理 費

（２）専門家派遣事業

事 業 費

一般事務費

管 理 費

（３）マーケティング事業

事 業 費

広 告 費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

（４）地域活性化イベント支援

事業

事 業 費

広 告 費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

合 計

事 業 費

広 告 費

研修施設費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

（注）（１）補助事業に要する経費には、補助対象以外の経費がある場合これを含めること。

（２）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



ハ．支出内訳

（１）研修事業

項 目 内 容 補助対象経費 算 出 根 拠

事 業 費

研修施設費

一般事務費

管 理 費

計

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。（以下各事業につ

いて同じ。

（２）専門家派遣事業

項 目 内 訳 補助対象経費 算 出 根 拠

事 業 費

派遣経費

指導経費

一般事務費

管 理 費

計

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



（３）マーケティング事業

項 目 内 訳 補助対象経費 算 出 根 拠

事 業 費

企画調査費

事業計画費

参 加 費

運 営 費

広 告 費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

計

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。

（４）地域活性化イベント支援事業

項 目 内 訳 補助対象経費 算 出 根 拠

事 業 費

企画調査費

事業計画費

参 加 費

運 営 費

広 告 費

会 場 費

一般事務費

管 理 費

計

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



様式第５

電源地域産業育成支援補助事業評価報告書

令和 年 月 日

殿

住 所

都道府県の名称及びその長の氏名

令和 年 月 日付け 第 号をもって交付の決定の通知を受けた電源地域産業

育成支援補助事業の成果の評価について、電源地域産業育成支援補助金交付要綱第１１条第３項

の規定により別紙のとおり報告します。

（注）用紙の大きさは、日本産業規格に定めるＡ４とし、横位置左とじとすること。



別紙

１．補助事業名

２．補助事業の事業主体

３．補助事業の実施場所

４．補助事業の概要

５．補助事業に要した経費及び補助金充当額

６．補助事業の成果及び評価

（注）（１）補助事業の成果及び評価には、効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（注）（２）用紙の大きさは、日本産業規格に定めるＡ４とし、横位置左とじとすること。



様式第６

令和 年度消費税及び地方消費税額の確定に伴う報告書

令和 年 月 日

殿

住 所

都道府県の名称及びその長の氏名

電源地域産業育成支援補助金交付要綱第１３条の規定に基づき、下記のとおり報告します。

記

１．補助金額（交付要綱第１２条のよる額の確定額） 円

２．補助金の確定時における消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額 円

３．消費税及び地方消費税の確定に伴う補助金に係る消費税及び地方消費税に係る仕

入控除税額 円

４．補助金返還相当額（３－２） 円

（注）（１）別紙として積算の内訳を添付すること。

（２）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



様式第７

電源地域産業育成支援補助事業財産処分承認申請書

令和 年 月 日

殿

住 所

都道府県の名称及びその長の氏名

令和 年 月 日付け 第 号をもって補助金の額の確定通知を受けた電源地域

産業育成支援補助事業に関する財産処分の承認を受けたいので、電源地域産業育成支援補助金交

付要綱第１５条第１項の規定に基づき、下記のとおり申請します。

記

１．処分しようとする財産及びその理由

事業区分 財産の名称 仕 様 処分の方法 処分の時期 処分の理由

２．相手方（住所、氏名、使用の目的及び条件）

（注）（１）「処分の方法」の欄には、使用、譲渡、交換、貸付又担保の提供の別を記載するこ

と。

（２）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



様式第８

電源地域産業育成支援補助事業取得財産明細書

（令和 年度）

令和 年 月 日

殿

住 所

都道府県の名称及びその長の氏名

財 産 名 資 産 区 分 数 量 取 得 年 月 日 耐 用 年 数 取 得 価 格 備 考

（ 規 格 ）

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



様式第９

電源地域産業育成支援補助金支払請求書

令和 年 月 日

殿

住 所

都道府県の名称及びその長の氏名

令和 年 月 日付け 第 号をもって交付の決定の通知を受けた電源地域産業

育成支援補助金の精算払（第 回概算払）を受けたいので、電源地域産業育成支援補助金交付要

綱第１６条の規定に基づき、下記のとおり請求します。

記

１．金 円也

２．請求額の内訳

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



（精算払の場合）

電源地域産業育成支援補助金精算払請求額内訳表

概算金
確定額 差引請求額

区 分 交付決定額 受領額
①－②

① ②

（１）研修事業

事 業 費

研 修 施 設 費

一 般 事 務 費

管 理 費

（２）専門家派遣事業

事 業 費

一 般 事 務 費

管 理 費

（３）マーケティング事業

事 業 費

広 告 費

会 場 費

一 般 事 務 費

管 理 費

（４）地域活性化イベント支

援事業

事 業 費

広 告 費

会 場 費

一 般 事 務 費

管 理 費

合 計

事 業 費

広 告 費

研 修 施 設 費

会 場 費

一 般 事 務 費

管 理 費

（参考）銀行名

口座種類及び番号

（注）（１）補助事業に要する経費には、補助対象以外の経費がある場合これを含めること。

（２）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



（概算払の場合）

電源地域産業育成支援補助金概算払請求額内訳表

交付決定額 前回までの 今回までの

所要 所要 支出済 請求額
補助 所要

区分 補助金 支出 支出 補助金 補助金 補助金 ①＋②＋
対象 補助金

の額 費用 費用（実績）（見込み） 額④ ③－④
経費 ①

② ③

（１）研修事業

事業費

研修施設費

一般事務費

管理費

（２）専門家派遣事業

事業費

一般事務費

管理費

（３）マーケティング

事業

事業費

広告費

会場費

一般事務費

管理費

（４）地域活性化イベ

ント支援事業

事業費

広告費

会場費

一般事務費

管理費

合 計

事業費

広告費

研修施設費

会場費

一般事務費

管理費

（参考）銀行名

口座種類及び番号

（注）（１）補助事業に要する経費には、補助対象以外の経費がある場合これを含めること。

（２）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。



様式第１０

令和 年度電源地域産業育成支援補助金調書

国 補 助 事 業 者

歳 入 歳 出
歳出

交付 うち うち うち 備
予算 予算 収入 予算 支出 翌年度

決定額 科目 科目 補助金 補助金 補助金 考
科目 現額 済額 現額 済額 繰越額

相当額 相当額 相当額

（注）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とし、横位置左とじとすること。


